
野　福野福 (中ノ沢の大半＝西23号まで) 中ノ沢(西19号まで) 第13部落

出　日出日 (居武士川北) (西16号まで)

日 出 町 日出町（S33.4～） 地画区旧士武居

谷　大谷大 (居武士川南) 第14部落 (西16号～18号)

東訓子府(西18号以西) (西16号～19号)

中ノ沢(西19号～西24号)

穂 波 穂　波(東訓—低地・市街地の一部) 東訓第一(常呂川 以北)

丘　柏丘柏 (東訓—高台) 大正10年～ 東訓子府

実 郷 実　郷
末広町 末広 (東訓二低地・南訓一の一部含む) 東訓第二 以南)(常呂川

～年01正大）～52S（）～82S（

緑 丘 緑　丘(東訓第二高台)

東 幸 町
（S45.4～）

西 幸 町

東 町 東　町

元 町 元　町

旭 町 旭　町 訓子府(1区～5区) 訓子府市街（1区～４区） 第15部落

大 町 大　町 （西16号～19号）

仲 町 仲　町
※平成30年4月１日から仲町の行政区、町内会は栄町と統合、住所は仲町のまま。

※昭和64年1月１日から美園の行政区、実践会は常盤と統合、住所は美園のまま。

栄 町 栄　町 西訓子府

若 富 町 若富町 （訓子府市街～西27号）

若 葉 町
（H4.4～） ※昭和28年から通称町名。昭和33年から町内会となる。

盛開盛開 (南訓一の大半) 南訓第一

協 成 協成（S28～） ※大正10年～

新区画地盤常盤常 (南訓二の大半) 南訓第二
(西19号以西)美 園 美園（S21～) ※大正10年～

園高園高 (北訓東1－6組)

北訓東部(西28号 以東) 北訓子府

生弥生弥 (北訓東8－9組、中ノ沢の一部) )東以号72西(～年31正大※

農 試 農試（S52～）

※町内会として組織

富西富西 (西訓川北・市街の一部)

西訓子府

住清住清 （西訓川南・南訓一の一部） (西27号以西) 第16部落
(西27号～34号)

坂豊坂豊 （南訓三・南訓二の一部） 府子訓南三第訓南
)西以嶺水分流本川イナトケ(～年01正大※ 第17部落

栄北栄北 （北訓西2・3組） (西34号～オケトウンナイ16号)

北訓西部(西28号 以西) 北訓子府

里駒里駒 （北訓西4・5・7組） ※大正13年～

　 17地区 2地区

末 広 町

幸　町

令和2年12月末現在
  12町内会名(農試含む)
  17実践会名

区地５区地７区地21

（※訓子府町教育委員会平成13年発行「訓子府町の生活と文化」掲載の表に加筆・修正して掲載） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　訓子府町の字名改正変遷表

時庁道)～年03治明(代時牛付野 )～年４正大(代時村戸置 )～年９正大(後以村府子訓 )～年61和昭(後以正改名字 在　　現 代(明治19年～)
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（H4.4～） ※昭和28年から通称町名。昭和33年から町内会となる。

盛開盛開 (南訓一の大半) 南訓第一

協 成 協成（S28～） ※大正10年～
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（※訓子府町教育委員会平成13年発行「訓子府町の生活と文化」掲載の表に加筆・修正して掲載） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　訓子府町の字名改正変遷表

時庁道)～年03治明(代時牛付野 )～年４正大(代時村戸置 )～年９正大(後以村府子訓 )～年61和昭(後以正改名字 在　　現 代(明治19年～)
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